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研究成果の概要（和文）：古代渟足柵→越後城→沼垂城の変遷地は、新潟市旧沼垂町山ノ下地区

王瀬に埋没との仮説で遺跡発見の調査と文献研究に取り組んだ。 

 第 1は、ボーリング調査を 5カ所実施し、埋没古土壌の東の境を明らかにした。 

 第 2は、「長者が伏せたカメ」は奈良県明日香村酒船石遺跡の「亀の石糟」に似ており、「亀

池」地で電気とレーダー探査を行い、旧池の底や田の底を確認した。 

 第 3は、新しい知見をもつ 4編の論考を口頭や論文で発表した。 

 

研究成果の概要（英文）：I established a hypothesis that the ancient Nutarinosaku had 

changed to Echigojo, then Nutarijo, and it has been buried deep in the ground of present 

Ouse, Yamanoshita area - previous Nutari machi, Niigata city. And I investigated and 

researched the literature to discover the remains of Nutarinosaku.  

Firstly, from 2008 to 2010, I instructed to drill five places and found ancient soil buried 

deep in the ground around the border: we unveiled the eastern border of the Nutarinosaku.  

Secondly, I investigated to discover “Chojagafusetakame” by using radar system. There 

is a thing called “Chojagafusetakame” in Kameike (Tortoise pond). I considered that 

possibly similar to “Kame no sekisou” at Sakafuneishi ruins in Asuka, Nara. Consequently 

we found the evidence of bottom of an ancient pond and crop fields after the pond was 

filled in. 

Third, I wrote four theses with new discoveries. 
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１．研究開始当初の背景 
 「沼垂城」墨書木簡出土を基に浅層地質学

と連携し、渟足柵発見につながる調査を行
う条件が整っていた。 

２．研究の目的 
渟足柵発見につながる調査と関連する

磐舟柵の調査や文献的な研究 
３．研究の方法 

王瀬地区で把握した古土壌の確かな年代と

分布範囲を一歩一歩確認し、併せて文献研究

をすすめる 

(1) 王瀬地区の古土壌・古水田などのボー

リング調査の基礎データを得ることにつ

とめ、また当地の発掘調査などの成果に

より当該地域史の理解を進める 

(2) 「長者のふせたるかめ」の発見につと

め、この成果に基づきすすめる 

(3) 城柵研究について、とくに日本海沿岸

地域での新しい調査成果を収集し、日本

海沿岸地域や北方地域の関連を追求する、

必要に応じて内外の比較研究をすすめる 

【基本的成果】 

(1)  ボーリング調査の成果と当該地域の

発掘調査から 

   ① オール・コア・ボーリングの調査と分

析は、新潟大学復興科学センターの高

浜信行教授と卜部厚志准教授の調査研

究協力により、以下で行い、分析でき

た。 

【調査と分析対象】 

・平成２０年度 JFE株式会社、日東紡株式

会社 

・平成２１年度 北越紀州製紙株式会社新潟

工場 

・平成２２年度 オイルメンテナンス新潟、

東山ノ下小学校 

以上の敷地内で調査を行うことができた。

その成果は、古土壌の分布の有無と、深度を

確実にとらえることができたことにあった。 

②当該地域の発掘調 

・ 平成２０年度の新潟市西蒲区四十

石遺跡の発見に対する検討報告 

・ 平成２２年度の新潟市西蒲区林付

遺跡の検討 

・  同 年度の村上市西部遺跡に関

する歴史的意義の検討 

以上何れも本研究テーマである埋没遺跡の調

査研究の進展による視点があってこそ、沖積

平野部の理解を広げることができた。 

 (2) 長者の「ふせたるかめ」の調査成果 

長者の「ふせたるかめ」の埋没想定地につい

て、平成20年6月に西口和彦の調査地電気探査、

工藤博司の調査地レーダー探査を実施したが、

前進できる具体的な成果につながらなかった。

また四天王寺亀井堂の調査は四天王寺職員南

邦夫氏ご協力を得た。 

その亀井堂の亀形石槽と飛鳥の「亀形石槽」

との関連に着目し、種々の調査と考察を

試み、貴重な成果の図面を報告書に掲げ

ることができた。 

(3) 城柵研究について 

① 上越市延命寺遺跡出土２１号木簡が、

当地に物部の進出した時期が８世紀以前に遡

り、付近の６、７世紀代の群集墳造営と結び

つく可能性が示唆されたことにより、城柵前

史への研究材料がいよいよ整ってきたことが

すでに注目されてきていた。すなわち磐舟柵

の名称や村上市の日下地名や瀬波地名、ある

いは佐渡島の物部神社などの物部氏の痕跡が

６、７世紀代の欽明・敏達以降の動向がいよ

いよ注目すべきことを示唆した。『日本書紀』

欽明敏達紀の高句麗来航や粛慎出現記事との

対応関係、蝦夷や南北交流の政治的な意味が



改めて問われることとなってきたといえよう。 

 第三に、海外では恰も『韓国の古代木簡』

刊行や韓国木簡学会の発足などの契機となっ

た韓国の調査のために、平成２１年３月に国

立扶余博物館を訪れて「多利作銘銀釧」（制

作年庚子年<520>二月）に見える「多利」の文

字を実見し、これが「足」「人」を意味し、

「沼足郡」の意味の系譜を検討した。これも

６世紀代日本海海域の西方の範囲に関わるも

のとして興味深いものとなっている。 

 第四には、平成２１年９月に湿地と遺跡と

の関連を追求するために、ヨーロッパ・イタ

リア古代ローマ遺跡と湿地帯（ラグーン）の

調査をイタリア政府環境省の環境保存学教授

のGiampaolo Rallo氏による案内と指導によ

りパドヴァ大学の発掘によるSanta Maria Di 

Lugo遺跡やAltino遺跡の埋没状況が、それぞ

れに－1.5～－1mで実見できたことは、条件の

違いはあっても重要な意味があったし、都市

キオッジオ創世期の木材の打ち込みなどの様

態は、『日本書紀』の記述を理解する上で示

唆を与えてくれるものであった。また平成２

２年９月に歴史考古学に知見の深いアメリカ

合衆国南カリフォルニア大学教授Joan 

Piggot氏に来日いただき、日本の城柵遺跡を

伴に実検して意見交換を行うことができたこ

とも調査・研究の方法を鍛える上で貴重であ

った。 

 以上に見る調査研究の広がりは、基礎的な

研究が本質的にもたざるを得ない問題領域の

射程に他ならない。また限られた文献史料の

記述は、歴史舞台の極限、頂門の一針に過ぎ

ないと自覚せざるを得ない。こうして史料に

有効な独白を求めようとすれば、関連領域の

さまざまな手がかりを有効に組織して考察す

ることに他ならないことを常に述べてきたと

ころである。その意味で本調査研究では以前

より長者の「ふせたるかめ」を手がかりに調

査を進めたことは、斉明朝の酒船石遺跡調査

の亀形石槽に類似するものである可能性が高

いと考えてのことであり、この確認が渟足柵

の発見につながる可能性がなおも秘められて

いるとの考えからである。この３年間におい

てその確認は容易ではなく依然として道半ば

であるが、結実した成果を以下に掲載したい。 

【研究成果】 

  小林昌二の研究成果 

 研究代表者が、本研究テーマに直接間接に

関わる調査研究をどう発表したかをここに掲

げる。 

第１節 古代越後国の成立－沼垂城木簡 

発見以後の新研究－ 

第２節 古代越後の蒲原・沼垂郡－新潟市

西区の四十石遺跡にふれて－ 

第３節 渟足・磐舟柵研究の現状と課題 

第４節 西部遺跡の歴史的背景－ 

 
４．研究成果 
  目的地で 5カ所のボーリング資料を得て，

分布域の一部を確認し、文献での新知見を
えた 
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